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ま
る
で
ジ
ブ
リ
映
画
の
世
界
の
よ
う
な
空
気
が
漂
う
、
正
院
町
に
あ

る
ど
こ
か
懐
か
し
い
銭
湯
へ
行
く
と
、
釜
炊
き
を
し
て
い
る
お
父
さ
ん

が
裏
か
ら
出
て
き
た
。

　「
わ
た
し
も
東
京
で
暮
ら
し
て
た
ん
で
す
。」

　
と
使
い
古
し
た
財
布
の
中
に
し
ま
っ
て
あ
る
、
古
い
定
期
券
を
見
せ

て
く
れ
た
。
こ
の
方
、
坂
口
清
次
さ
ん
は
十
代
の
頃
東
京
へ
上
京
し
、

二
十
代
後
半
に
家
業
を
継
ぐ
為
、
珠
洲
へ
帰
っ
て
き
た
。
豊
富
に
湧
き

出
る
井
戸
水
を
使
い
、
坂
口
さ
ん
は
朝
の
五
時
か
ら
湯
を
沸
か
し
、
そ

の
後
、
自
動
車
整
備
士
と
し
て
、
鉢
ヶ
崎
の
工
場
へ
出
勤
す
る
。
午
後

の
二
時
、
奥
さ
ん
が
番
台
に
立
つ
と
、
常
連
の
客
達
が
ど
こ
か
ら
と
も

な
く
、
風
呂
に
浸
か
り
に
や
っ
て
来
る
。

　
坂
口
さ
ん
は
懐
か
し
む
か
の
よ
う
に
、
沢
山
の
銭
湯
が
珠
洲
に
あ
っ

た
頃
の
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。
夕
暮
れ
時
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
銭

湯
に
や
っ
て
来
て
、
温
か
い
灯
り
と
湯
気
の
中
か
ら
、
活
気
あ
る
音
が

聞
こ
え
て
く
る
。
そ
ん
な
私
の
知
ら
な
い
時
代
の
珠
洲
の
一
コ
マ
。

　
恵
比
寿
湯
は
そ
ん
な
懐
か
し
い
時
代
の
珠
洲
を
、
少
し
だ
け
体
感
さ

せ
て
く
れ
る
、
と
て
も
貴
重
な
場
所
に
な
っ
て
い
る
。

今
井
　
豊

平
成
21
年
東
京
か
ら
移
住
。
23
年
に「
す
ず
た
ま
C
F
」を
設
立
。

地
域
に
根
ざ
し
た
モ
ノ
・
コ
ト
・
ヒ
ト
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た

デ
ザ
イ
ン
ツ
ー
ル
で
、
情
報
発
信
を
し
て
い
る
。

ブ
ロ
グ
「http://notonoroshi.blogspot.jp/

」

レトロ感漂う正院町の恵比寿湯と、銭湯の釜炊きをする坂口清次さん。

No.702
February 2013
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珠洲市のゆるキャラ

みつけたろう

●今月の特集

新成人（２～７ページ）

新時代を

成していく

人たち
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あ
の
頃
…
②　

新
成
人
が

生
ま
れ
た
年
の
出
来
事
は

【
国
内
の
主
な
出
来
事
】

平
成
４
年

●
７
月　

バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
で
14

歳
の
岩
崎
恭
子
が
金
メ
ダ
ル

●
８
月　

甲
子
園
で
松
井
秀
喜
が

５
打
席
連
続
敬
遠

●
９
月　

毛
利
衛
さ
ん
が
ス
ペ
ー

ス
シ
ャ
ト
ル
で
宇
宙
へ

●
10
月　

有
効
求
人
倍
率
が
１
・

０
を
下
回
る（
以
降
、
平
成
17
年

12
月
に
１
・
０
に
回
復
す
る
ま
で
、

い
わ
ゆ
る
就
職
氷
河
期
に
突
入
）

●
12
月　

新
語
・
流
行
語
大
賞
に

「
き
ん
さ
ん
・
ぎ
ん
さ
ん
」

平
成
５
年

●
３
月　

新
幹
線
「
の
ぞ
み
」
が
山

陽
新
幹
線
で
運
行
開
始

【
珠
洲
市
内
の
主
な
出
来
事
】

平
成
４
年

●
８
月　

会
場
を
飯
田
小
体
育
館

に
移
し
、
第
44
回
珠
洲
市
成
人
式

（
３
３
８
人
が
参
加
・
以
降
平
成
17

年
度
ま
で
同
会
場
で
開
催
）

●
８
月　

り
ふ
れ
っ
し
ゅ
村
鉢
ヶ

崎
開
村
式

●
10
月　

小
屋
ダ
ム
完
成

●
10
月　

国
民
文
化
祭
が
県
内
で

開
催
さ
れ
、
珠
洲
市
で
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
サ
ウ
ン
ド
吹
奏
楽
祭

●
12
月　

姉
妹
都
市
の
ペ
ロ
タ
ス

市
（
ブ
ラ
ジ
ル
）
に
中
学
生
10
人
を

親
善
大
使
と
し
て
派
遣

平
成
５
年

●
２
月　

能
登
半
島
沖
地
震
（
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
６
）
が
発
生
し
、

道
路
陥
没
、
ト
ン
ネ
ル
落
盤
な
ど

市
内
各
地
で
被
害

3 2

あの頃…①広報すずに掲載した当時の小学６
年生（平成16～17年）。だ～れだ？

　

第
65
回
珠
洲
市
成
人
式
は
１
月

13
日
、
ラ
ポ
ル
ト
す
ず
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
新
成
人

は
１
５
０
人
。
そ
の
う
ち
式
に
は
、

86
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
１
２
９

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
泉
谷
市
長
が
「
大
事
な

こ
と
は
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
今
あ
る
立
場
で
ベ
ス
ト
を
尽
く

す
こ
と
。
今
で
き
る
こ
と
、
今
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
真

面
目
に
精
い
っ
ぱ
い
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
」
と
新
成
人
を
激
励
。
ま

た
、
「
珠
洲
市
に
は
、
金
沢
や
東

京
に
は
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性

が
あ
る
。
ふ
る
さ
と
珠
洲
を
も
う

一
度
見
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

み
な
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
の

中
で
、
ふ
る
さ
と
珠
洲
を
真
剣
に

考
え
、
ど
ん
な
形
で
も
い
い
の
で

力
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
新
成
人
を
代
表
し

て
赤
坂
彰
悟
さ
ん
（
三
崎
町
）
が

「
今
日
か
ら
は
社
会
の
一
員
と
し

て
、
自
分
の
責
任
で
行
動
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
分

の
可
能
性
を
信
じ
、
将
来
振
り

返
っ
た
時
に
、
自
分
の
歩
い
た
道

は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
言
い

切
れ
る
よ
う
な
人
生
を
歩
ん
で
い

き
た
い
」
と
二
十
歳
の
決
意
を
述

べ
、
灰
外
名
津
季
さ
ん
（
若
山
町
）

が
「
思
い
や
り
と
優
し
さ
の
心
を

持
っ
て
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま

す
」
と
宣
言
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
成
人
式
の
司
会
進
行
は
、

畠
田
淳
平
さ
ん
（
飯
田
町
）
、
丸
山

優
作
さ
ん
（
若
山
町
）
、
音
島
一
志

さ
ん
・
濱
野
愛
さ
ん
（
蛸
島
町
）
の

新
成
人
４
人
が
担
当
。
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
式
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
後
の
記
念
講
演
に
は
、

「
47
都
道
府
県
あ
な
た
の
街
に
住

み
ま
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
で
、

石
川
県
を
担
当
す
る
お
笑
い
芸
人

「
ぶ
ん
ぶ
ん
ボ
ウ
ル
」
が
登
場
。
石

川
県
出
身
の
２
人
が
、
地
元
ネ
タ

や
方
言
ネ
タ
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら

新
成
人
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

新成人150人
誓い新たに
大人の仲間入り

交通安全宣言成人の言葉

記念講演



田中昌彦さん

学生・上戸町

大谷内麻衣さん

学生・狼煙町

田端怜奈さん

学生・野々江町

竹崎明日香さん

学生・上戸町

徳田　茜さん

学生・飯田町

豊田和希さん

学生・宝立町

神徳俊紀さん

学生・飯田町

林　秀樹さん

学生・三崎町

前田翔平さん

社会人・若山町

坂　朋子さん

社会人・大谷町

明星慧子さん

学生・正院町

菅野美沙さん

社会人・蛸島町

● 20 年後の自分へ

頑張って！
●お母さんへ

おかんの子どもで

よかったよ！

これからもよろしく

●夢

アーティスト
●両親へ

育ててくれて
ありがとう

●夢

カッコいい

エンジニアに

なります！

●ちか　ありかへ

いつも支えてくれてあり

がとうね！　これからも

よろしくお願いします

●夢

母上のような
看護師になる

●20年後の自分へ

結婚して明るい家庭を

持って、優しいママに

なってください（笑）！

●20年後の自分へ

生きていると
いいね

●夢

素敵な大人に
なる！

新成人 12 人に聞きました

町名は出身または在住

●大谷のみんなへ

だいすきー

またみんなで

集まろうね

●20年後の自分へ

ちゃんと看護師として

頑張っていますか？

幸せになってね！

わ た し の 思 い
夢 ＆

Dream

Vision

Thanks
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昭和レトロ映画 in ラポルトすず
「不敵に笑う男」（２回上映）

■日時　３月３日（日）11時～、15時～

■入場料　一般 1,000 円、高校生以下 500 円

　出演は赤木圭一郎ほか。珠洲から旧内浦町、

宇出津にかけてロケが行われた作品です。

■ラポルトすず

　　あ（８２）８２００

ラ
ポ
ル
ト
す
ず
の
イ
ベ
ン
ト

新

成

人

が

見

つ

め

る

先

に

は

き

っ

と

明

る

い

未

来

が

待

っ

て

い

る

Fin
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珠
洲
消
防
署
管
内
で
発
生
し
た

平
成
24
年
の
火
災
・
救
急
・
救
助
出

動
の
件
数
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

火
災
の
発
生
件
数
は
８
件
で
、

損
害
額
は
２
、
０
０
１
万
４
千
円
。

建
物
火
災
に
よ
る
損
害
額
が
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

救
急
出
動
は
、
前
年
比
で
大
幅

に
増
加
。
水
難
事
故
や
労
働
災
害
、

運
動
競
技
で
の
出
動
が
増
え
て
い

ま
す
。
救
助
出
動
は
16
件
で
し
た
。

　

上
・
左
の
表
は
火
災
・
救
急
・
救

助
件
数
で
す
。
カ
ッ
コ
内
の
数
は

平
成
23
年
分
で
す
。

■
珠
洲
消
防
署

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
０
２
４
７

平
成
24
年
火
災
・
救
急
・
救
助
統
計

救
急
出
動
は
年
間
６
２
０
件

  区分

火災事故

自然災害

水難事故

交通事故

労働災害

運動競技

一般負傷 

加害

自損行為

急病

転院搬送

そのほか

合計

  区分

救助出動

  区分

建物

林野

車両

船舶

そのほか

合計

  件数

1
0
6
33
14
11
117
1
9
399
27
2
620

  件数

16

 件数

3
0
1
0
4
8

19,808
0

206
0
0

20,014

(2)
(0)
(0)
(31)
(5)
(5)
(107)
(3)
(8)
(375)
(26)
(1)
(563)

(9)

(2)
(3)
(0)
(0)
(6)
(11)

  損害額（千円）

(4,005)
(0)
(0)
(0)
(2)

(4,007)

救急

救助

火災
　

１
月
６
日
、
市
内
11
分
団
を
は

じ
め
関
係
者
が
参
加
し
、
珠
洲
市

消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

春
日
神
社
で
今
年
一
年
の
無
災

害
を
祈
願
。
徒
歩
部
隊
・
車
両
部

隊
の
観
閲
式
に
続
き
、
珠
洲
商
工

会
議
所
会
館
で
式
典
が
行
わ
れ
、

功
績
の
あ
っ
た
団
員
や
功
労
者
を

表
彰
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
若
山
川
河
口
で
行

わ
れ
た
放
水
式
で
は
、
指
揮
者
の

合
図
で
11
分
団
と
女
性
消
防
団
員

が
一
斉
に
放
水
。
ま
た
、
会
場
で

は
、
飯
田
町
婦
人
会
の
み
な
さ
ん

が
作
っ
た
と
ん
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、

参
加
者
や
観
客
が
冷
え
た
体
を
温

め
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
み
な
さ

ん
で
す
〔
順
不
同
・
敬
称
略
、
（
）
内

は
所
属
〕
。

石
川
県
知
事
表
彰

●
功
労
章　

番
匠
幸
男
（
団
本
部
）
、

平
藏
國
政
（
鵜
島
）
、
風
巻
壽
男
（
上

戸
）
、
濱
野
茂（
直
）
、
浦
野
政
行
（
三

崎
）

●
永
年
勤
続
功
労
章　

番
匠
雅
典

（
直
）
、
田
中
龍
太
郎
（
蛸
島
）
、
坂

下
靖
明
（
三
崎
）
、
吉
森
仁
（
大
谷
）

珠
洲
市
長
表
彰

●
永
年
勤
続
功
労
章　

番
匠
雅
典

（
直
）
、
田
中
龍
太
郎
（
蛸
島
）
、
坂

下
靖
明
（
三
崎
）
、
吉
森
仁
（
大
谷
）

●
退
職
消
防
団
幹
部
感
謝
状　

青

木
良
房
（
飯
田
）
、
白
坂
正
巳
（
正

院
）
、
道
下
泰
彦
（
蛸
島
）
、
瀬
戸

谷
雅
俊
（
三
崎
）

●
退
職
消
防
団
員
感
謝
状　

高
田

吉
明
（
鵜
飼
）
、
太
田
健
一
（
大
谷
）

●
一
般
功
労
者
感
謝
状　

矢
黒
憲

昭
（
愛
知
県
）

●
地
域
消
防
協
力
者
感
謝
状　

小

染
久
子
（
三
崎
町
）

珠
洲
市
消
防
団
長
表
彰

●
精
勤
章　

平
藏
豊
志（
鵜
島
）
、

寺
井
隆
史
（
鵜
飼
）
、
高
野
和
也
（
上

戸
）
、
上
野
正
寛
（
蛸
島
）
、
高
根

照
男
（
日
置
）
、
高
林
実（
大
谷
）

■
珠
洲
消
防
署

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
０
２
４
７

第17回防災まちづくり大賞

【一般部門】

消防庁長官賞

正院地区自主防災組織

　正院小学校裏山（津波一時避難場所）の自主

的な整備が評価され、大賞の総務大臣賞に次

ぐ賞を受賞。１月 24日、正院地区区長会長の

米谷和夫さん、市消防団正院分団長の秋前一

雄さんが市役所を訪れ、受賞を報告しました。問い合わせ

■総務課危機管理室　あ（８２）７７２５

火
消
し
の
心
意
気
を
披
露

若
山
川
で
一
斉
放
水

8
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寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
、
脳
梗

塞
や
脳
出
血
、
狭
心
症
や
心
筋
梗

塞
と
い
っ
た
病
気
を
発
症
す
る
危

険
が
増
え
て
き
ま
す
。
特
に
ひ
と

り
暮
ら
し
の
人
は
、
突
然
の
発
作

が
起
こ
っ
て
も
発
見
が
遅
れ
る
こ

と
が
多
く
、
最
悪
の
場
合
、
亡
く

な
っ
て
数
日
た
っ
て
か
ら
見
つ
か

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
病
気
な
ど
で

健
康
に
不
安
が
あ
る
人
に
、
緊
急

通
報
機
器
（
上
の
写
真
）
を
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。

　

通
報
の
流
れ
は
上
図
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
時
以
外

で
も
機
器
を
利
用
し
て
、
気
軽
に

健
康
・
介
護
に
関
す
る
相
談
が
で

き
ま
す
。
お
伺
い
電
話
と
し
て
月

１
回
程
度
、
利
用
者
の
み
な
さ
ん

の
生
活
状
態
や
体
調
に
変
化
が
な

い
か
の
確
認
も
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
身
に
何
か
あ
っ
た
と
き
、

い
ち
早
く
そ
の
異
変
に
気
づ
く
の

は
、
家
族
か
近
所
の
人
で
す
。
普

段
か
ら
近
所
付
き
合
い
を
密
に
し

て
お
く
こ
と
も
、
緊
急
時
の
早
期

対
応
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
福
祉
課
高
齢
者
支
援
係

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
７
７
４
９

　

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
前
に
、

加
入
を
オ
ス
ス
メ
す
る
の
が

「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
文
化
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活
動

な
ど
を
行
う
団
体（
５
人
以

上
）
も
対
象
と
な
り
、
往
復

途
中
も
含
め
た
活
動
中
の
損

害
事
故
、
賠
償
責
任
を
負
う

事
故
を
補
償
し
ま
す
。

　

保
険
期
間
は
今
年
の
４
月

１
日
か
ら
１
年
間
。
も
し
も

に
備
え
て
加
入
を
検
討
し
て

は
い
か
が
で
す
か
。
申
し
込

み
は
左
記
ま
で
。
３
月
１
日

（
金
）
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

■
健
民
体
育
館

　
　
　

あ
（
８
２
）
５
１
０
０

小
さ
な
掛
金
・
大
き
な
補
償

「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

スポーツ・文化・地域・

ボランティア活動

スポーツ・文化・地域・

ボランティア活動

上記団体活動以外（個人活動）

文化・ボランティア・地域活動

★スポーツ活動とその指導

子どものスポーツ活動の指導

（★区分でも加入可）

65歳以上のスポーツ活動

（★区分でも加入可）

危険度の高いスポーツ活動

（全年齢で加入可）

　※１

　※２

　※３

身体・財物

賠償合算

１事故 5億
（免責なし）

身体賠償

１人　1億
（免責なし）

800

1,450

800
1,850

1,300

1,000

11,000

2,000万

2,100万

100万
2,000万
2,000万

1,000万

600万

500万

3,000万

3,150万

150万
3,000万
3,000万

1,500万

900万

750万

4,000

5,000

1,000
4,000
4,000

2,500

1,800

1,800

1,500

2,000

500
1,500
1,500

1,000

1,000

1,000

加入区分・対象 掛金
死亡 後遺障害 入院（日額）

傷害保険 賠償責任保険
（支払限度額）通院（日額）

スポーツ安全保険の加入区分・掛金・補償額　　　　（単位：円）

中
学
生
以
下

高
校
生
以
上

そ
の
ほ
か

突然死葬祭費用保険支払限度額は180万円。中学生以下の個人活動は対象外となります。
※１　身体・財物賠償合算１事故５億円。ただし身体賠償は１人１億円（ともに免責なし）。
※２　身体・財物賠償合算１事故５億500万円。ただし身体賠償は１人１億500万円（ともに免責なし）。
※３　身体・財物賠償合算１事故500万円（免責なし）。

能登空港
２月のイベント

　平成 24 年度宝くじ助成事

業で、そば製粉機械、そば打

ち道具を狼煙町第２地区に導

入しました。

■企画財政課自然共生係

　　あ（８２）７７１６

●３日（日）10時～16時　１階能登の旅情報センター

　お茶会「花とお茶でのおもてなし」

●３日（日）14時～　２階ロビー

　おらが故郷お国自慢　輪島キリコ太鼓保存会ミニ・コンサート

● 10日（日）10時～12時、13時～15時　１階能登の旅情報センター

　のっぴーグラスづくり　２月のデザイン「のっぴーの豆まき」

● 17日（日）14時～　２階ロビー

　おらが故郷お国自慢　穴水児童館ダンスクラブによるダンス

　　　　　　　　　　　長谷部太鼓～龍組～によるミニ・コンサート

■石川県奥能登総合事務所企画振興課　あ０７６８（２６）２３０３

宝くじ助成事業で
製粉機・そば打ち道具

緊急通報機器で
自分の身を守ろう！

伊達幸平さん

（宝立町）

利用者の声
「去年 12 月に体調が急に悪
くなり、ボタンを押して看
護師さんに相談したことが
ありました。対処法を教わ
り、すぐに病院の救急外来
へ連絡してくれました。結
果、大したことはなかった
のですが、ひとり暮らしは
不安も多く、相談で安心で
きることが心強いですね。設
置して２年半。付けて良かっ
たと感じています」

伊達さん宅では、電
話機のすぐ横に設置。

申
請
か
ら
取
り
付
け
ま
で

●
申
請

市
役
所
１
階
福
祉
課
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
可
。

●
訪
問
調
査

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ま
た
は

市
職
員
が
ご
自
宅
に
伺
い
、

健
康
状
態
を
調
査
し
ま
す
。

●
決
定
通
知
・
機
器
発
注

決
定
通
知
を
送
付
し
、
機
器

を
発
注
し
ま
す
。

●
機
器
の
取
り
付
け

申
請
か
ら
３
週
間
～
１
カ
月

後
に
、
専
門
業
者
が
機
器
を

取
り
付
け
ま
す
。
設
置
に
は
、

市
職
員
が
立
ち
会
い
ま
す
。

　利用料は月額 500 円

（通話料無料）。自宅の

電話機に取り付けます。

自宅に電話がない場合

は携帯電話版の機器を

貸し出します。

●珠洲消防署【出動】

●協力員【確認】

　（親戚や近所の人など）

＝相談＝

＝緊急＝

ボタンを押す

24 時間体制で

看護師が常駐

（委託業者）

自動通報

電話確認

①

②

③

必要に応じ

確認依頼

出動要請

④
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今
年
も
市
・
県
民
税
や
所
得
税
の
申
告
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

申
告
は
、
み
な
さ
ん
の
税
額
を
決
め
る
大
切
な
手
続
き
。

市
役
所
２
階
税
務
課
で
は
期
間
中
、

み
な
さ
ん
の
申
告
書
作
成
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

作
成
し
た
申
告
書
は
税
務
課
に
提
出
で
き
る
ほ
か
、

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
と
呼
ば
れ
る
電
子
申
告
や

郵
便
・
信
書
便
に
よ
る
送
付
、

輪
島
税
務
署
の
時
間
外
収
受
箱
へ
の
投
函
に
よ
り

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
あ
る
人
が

期
限
内
に
申
告
・
納
税
を
し
な
か
っ
た
場
合
、

後
で
不
足
の
税
金
を
納
め
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、

加
算
税
や
延
滞
税
も
納
め
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

申
告
期
限
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
期
間
終
了
間
近
に
な
る
と
窓
口
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
人
で
、
平
成
24
年

中
の
所
得
金
額
の
合
計
が
、
基
礎

控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除

な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
金
額
を

超
え
る
人
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

●
事
業
（
農
林
漁
業
を
含
む
）
を
し

て
い
る
人

●
不
動
産
収
入
の
あ
る
人

●
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人

●
給
与
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が

20
万
円
を
超
え
る
人

●
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
、
年
金
以
外

の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る
人　

黒
色
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
で

丁
寧
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

　

申
告
書
類
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

で
直
接
読
み
取
り
ま
す
。
次
の
点

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
、
オ
レ
ン
ジ
色

の
枠
内
に
１
文
字
ず
つ
記
入

●
用
紙
を
折
り
曲
げ
た
り
、
汚
し

た
り
し
な
い

●
決
算
書
は
切
り
離
さ
な
い

●
申
告
書
と
決
算
書
な
ど
は
ク

リ
ッ
プ
で
と
め
る

●
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
添
付
書
類

は
、
「
添
付
書
類
台
紙
」
に
の
り
で

貼
る

所
得
税
が
戻
っ
て
く
る

場
合
が
あ
り
ま
す

　

毎
月
の
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら

所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る

人
で
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉
さ
れ
た

所
得
税
が
戻
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
「
還
付
申
告
」
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
申
告
相
談
は
２
月
１
日

（
金
）
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合

　

平
成
24
年
中
に
支
払
っ
た
医
療

費
か
ら
、
保
険
な
ど
の
補
て
ん
金

や
高
額
医
療
費
還
付
金
を
差
し
引

い
た
額
が
、
【
10
万
円
】
あ
る
い
は

【
合
計
所
得
額
の
５
パ
ー
セ
ン
ト
】

の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
の
金
額
を

超
え
た
場
合
、
医
療
費
控
除
が
適

用
さ
れ
ま
す
。
控
除
対
象
に
は
次

の
費
用
も
含
ま
れ
ま
す
。

●
通
院
の
た
め
の
バ
ス
代

●
６
カ
月
以
上
寝
た
き
り
の
状
態

で
、
医
師
が
発
行
し
た
「
お
む
つ

使
用
証
明
書（
用
紙
は
税
務
課
に

備
え
て
い
ま
す
）
」
の
あ
る
お
む
つ

代
　

た
だ
し
、
健
康
診
断
・
予
防
接

種
や
美
容
整
形
の
費
用
、
親
族
に

支
払
う
療
養
上
の
世
話
の
費
用
、

通
院
の
た
め
の
自
家
用
車
の
燃
料

費
な
ど
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

障
が
い
者
と
認
定
さ
れ
た
場
合

　

申
告
者
本
人
や
配
偶
者
、
そ
の

ほ
か
の
親
族
が
、
そ
の
年
の
12
月

31
日
現
在
で
障
が
い
者
と
認
定
さ

れ
て
い
る
場
合
、
障
害
者
控
除
が

適
用
さ
れ
ま
す
。
控
除
対
象
と
な

る
の
は
次
の
人
で
す
。

●
身
体
障
害
者
手
帳
や
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
手
帳
な
ど
を
交
付
さ
れ
て
い

る
人

※
申
告
時
に
、
手
帳
ま
た
は
写
し

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
介
護
保
険
の
要
介
護（
支
援
）
認

定
を
受
け
て
い
て
、
障
が
い
者
に

準
ず
る
状
態
の
人

※
市
役
所
１
階
福
祉
課
③
番
窓
口

で
申
請
が
必
要
で
す
。

　

申
請
後
、
心
身
の
状
態
が
一
定

の
基
準
を
満
た
す
と
認
め
ら
れ
た

場
合
の
み
、
「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
を
交
付
し
ま
す
。
認

定
書
ま
た
は
写
し
を
持
参
し
て
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

認
定
書
の
申
請
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
左
記
ま
で
。

■
福
祉
課
高
齢
者
支
援
係

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
７
７
４
９

所
得
税
の
確
定
申
告

３
月
15
日
（
金
）
ま
で

申告相談の日程と会場
　申告相談は、土・日曜日と祝日を除く次の期間中、市役所２

階税務課で毎日受け付けます。時間は８時 30分から 17時ま

で（受付は 16時 30分まで）。

■所得税の還付申告　２月１日（金）～３月15日（金）

■市・県民税の申告、所得税の確定申告

　２月18日（月）～３月15日（金）

■個人事業者の消費税および地方消費税の確定申告

　２月１日（金）～３月15日（金）

申告に必要な物
●収入が分かる書類（源泉徴収票など）　●印鑑

●医療費・寄付金・生命保険・地震保険控除などの領収書または

証明書　●本人名義の口座番号が分かるもの（メモなども可）

税務課 寺井佑太郎 主事

輪島税務署での申告受付（２月１日～）

■場所　輪島市河井町 15・90・16　輪島税務署１階

■受付時間　９時～ 16 時（平日のみ）

　会場の混雑状況により、16 時前に受付を終了す

る場合があります。

輪島税務署の公的年金申告相談会

■日時　２月 12 日（火）

　　　　９時30分～12時、13時～16時（受付時間）

■場所　珠洲市役所４階会議室

■対象　公的年金等から源泉された所得税が還付

になる人 　パソコンを利用した「確定申告相談会」を開

催します。この機会に「e-Tax（電子申告）」を体

験し、便利さを実感してください。

　北陸税理士会輪島支部の協力で、各パソコ

ンに１人操作補助者が付くため、操作に不慣

れな人でも心配ありません。パソコンで申告

書を作成し、その場で提出できます。

■期間　２月 25 日（月）～ 27 日（水）　

■場所　珠洲市役所４階会議室

■受付時間　期間中の毎日９時 30 分～ 12 時、

13 時～ 16 時

輪島税務署からのお知らせ

輪島税務署の
出張申告相談
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市民税の問い合わせ

■税務課市民税係　あ（８２）７７３５・７７３６

県民税の問い合わせ

■石川県総務部税務課　あ０７６（２２５）１２７１

所得税の問い合わせ・提出先

■〒９２８・８５０１　輪島市河井町 15・90・16　輪島税務署

　　あ０７６８（２２）２２４１（代表）

　　あ０７６８（２２）８９０８（個人課税部門）

●国税庁ホームページ　http:/www.nta.go.jp/
● e-Tax ホームページ　http:/www.e-tax.nta.go.jp/
●タックスアンサーホームページ（税務相談）

　http:/www.nta.go.jp/taxanswer/index2.htm

　

申
告
が
必
要
な
人
は
、
平
成
25

年
１
月
１
日
現
在
、
珠
洲
市
に
居

住
し
て
い
る
人
で
平
成
24
年
中
に

収
入
が
あ
っ
た
人
で
す
。

　

ま
た
、
公
的
年
金
を
受
給
し
て

い
る
人
は
、
少
額
で
も
「
公
的
年

金
等
源
泉
徴
収
票
」
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　

申
告
を
し
な
い
場
合
、
公
営
住

宅
入
居
、
保
育
所
入
所
や
扶
養
認

市
・
県
民
税
の
申
告
書

自
宅
で
印
刷
で
き
ま
す

　

市
・
県
民
税
の
申
告
用
紙
を
珠

洲
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
両

面
印
刷
を
し
て
、
申
告
の
手
引
を

参
考
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
通
り
税
務
課
に
も
申

告
書
を
備
え
て
い
ま
す
。

定
、
年
金
の
申
請
な
ど
に
必
要
な

「
所
得
証
明
書
」
な
ど
が
交
付
さ
れ

な
い
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
税
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
軽
減

さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
確
定
申
告
を
し
た
人
や
、

勤
務
先
で
給
与
の
年
末
調
整
を
し

て
い
て
、
そ
の
ほ
か
に
所
得
・
控

除
が
な
い
人
は
、
市
・
県
民
税
の

申
告
は
不
要
で
す
。

　

平
成
25
年
度
の
主
な
改
正
点
と

し
て
は
、
生
命
保
険
料
控
除
制
度

の
改
正
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
ま
で
の
制
度
は
そ
の
ま
ま
で
、

平
成
24
年
１
月
１
日
以
降
に
契
約

し
た
保
険
は
新
制
度
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
生
命
保
険
料
控
除
の
限
度

額
は
従
来
ど
お
り
７
万
円
で
す
。

平
成
23
年
12
月
31
日
以
前
に
契
約

し
た
保
険
（
旧
契
約
）

●
一
般
生
命
保
険
料
（
限
度
額
）

３
５
、
０
０
０
円

●
個
人
年
金
保
険
料
（
限
度
額
）

３
５
、
０
０
０
円

　

パ
ソ
コ
ン
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
つ
な
ぎ
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
る「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
の
案
内
に
従
っ
て
金

額
な
ど
を
入
力
す
る
と
、
税
額
な

ど
を
自
動
計
算
。
所
得
税
・
消
費

税（
個
人
）・
贈
与
税
の
申
告
書
や

青
色
申
告
決
算
書
な
ど
を
パ
ソ
コ

ン
で
作
成
で
き
ま
す
。

　

作
成
し
た
申
告
デ
ー
タ
は
、

「e-Tax

（
電
子
申
告
）
」
を
利
用
し

て
そ
の
ま
ま
提
出
で
き
ま
す
。

　

e-Tax

で
の
申
告
に
は
、
【
電
子

市
・
県
民
税
の
申
告

申
告
書
の
作
成
・
提
出
が
パ
ソ
コ
ン
で
で
き
る
！

市
・
県
民
税
の
主
な
改
正
点

３
月
15
日
（
金
）
ま
で

平
成
24
年
１
月
１
日
以
降
に
契
約

し
た
保
険
（
新
契
約
）

●
介
護
医
療
保
険
料
（
限
度
額
）

　
　

新
設　

２
８
、
０
０
０
円

●
一
般
生
命
保
険
料
（
限
度
額
）

２
８
、
０
０
０
円

●
個
人
年
金
保
険
料
（
限
度
額
）

２
８
、
０
０
０
円

証
明
書
付
き
】
の
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
カ
ー
ド
が

な
い
人
で
も
、e-Tax

で
の
申
告

は
可
能
で
す
が
、
こ
の
場
合
、
税

額
控
除
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税
の
確

定
申
告
は
、
便
利
なe-Tax

で
！

　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
に

つ
い
て

■
市
民
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
７
７
３
１

「e-Tax」で申告すると
お得で早い！

最高3,000 円の税額控除
　所得税の確定申告を期限内に行うと、所

得税額から最高 3,000 円の控除を受けるこ

とができます（過去にこの控除を受けてい

ない人）。

添付書類の提出を省略
　e-Tax による所得税の確定申告では、提

出の必要はありません。

※確定申告期限から３年間は、医療費の領

収書や源泉徴収票などの提出または提示を

求められることがあります。

還付金処理がスピーディー
　還付申告は約３週間で早期処理されます。

平成25年度

保険料控除の種類

一般生命保険料

個人年金保険料

保険料控除の種類

一般生命保険料

（新）介護医療保険料

個人年金保険料

支払った保険料

15,000 円以下

15,000 円超～ 40,000 円以下

40,000 円超～ 70,000 円以下

70,000 円超

支払った保険料

12,000 円以下

12,000 円超～ 32,000 円以下

32,000 円超～ 56,000 円以下

56,000 円超～

　一般生命保険料と個人年金保険料に新契約と旧契約の両方

がある場合、旧契約のみ（限度額 35,000 円）または、新契約と

旧契約両方を適用（限度額 28,000 円）して申告できます。

適用控除額（★）

最大35,000 円

最大35,000 円

適用控除額（◆）

最大28,000 円

最大28,000 円

最大28,000 円

控除額

全額

支払額× 1/2 ＋7,500 円

支払額× 1/4 ＋17,500 円

35,000 円

控除額

全額

支払額× 1/2 ＋6,000 円

支払額× 1/4 ＋14,000 円

28,000 円

生命保険料控除（合計）

最大70,000 円

生命保険料控除（合計）

最大70,000 円

（★）適用される控除額の計算式

（◆）適用される控除額の計算式

１ 旧契約の生命保険料控除

平成23年12月31日以前に契約した保険（旧契約）

２ 新契約の生命保険料控除

平成24年１月１日以降に契約した保険（新契約）

申告と納税は期限内に！
贈与税の確定申告提出期限は３月15日（金）
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　平成 24 年度と 25 年度の充当予定事業について、審議を行っ

ていた珠洲市地域振興基金運用審議会（中村明委員長）は１月 24

日、市長に答申を行いました。地域振興基金は、「企業誘致・育

成」「定住人口や交流人口の拡大」「地域情報化」などを目的とした

地域振興事業に充てるためのもの。充当妥当とされたのは次の

事業です。●ケーブルネット HD 化推進事業　●珠洲市木質バイ

オマスストーブ購入費補助金　●寄り道パーキング整備事業　

●珠洲の宿泊施設魅力アップ事業費補助金　●住宅用太陽光発

電システム設置費補助金　●空き家改修費補助金　●地域活性

化創業支援事業　●観光宣伝事業　●能登空港利用促進事業　

●指定管理施設塩田村再整備事業　●観光交流拠点施設整備事

業　●珠洲温泉４号源泉修繕工事

　羽黒神社（正院町）で交通安全祈願祭が営まれ、泉谷市

長をはじめ関係者約 20 人が交通安全を願いました。平

成 24 年中の交通事故による死者は石川県内で 44 人。前

年同様、統計開始以来の最少人数に被害を抑えることが

できましたが、市内では２人の尊い命が失われています。

今後もドライバーのみなさんには、より一層の安全運転

を心がけていただくようお願いします。

事故の少ない一年に

関係者が交通安全を祈願

絵
馬
に
書
き
入
れ
、交
通
安
全
を
願
う
関
係
者
。

地域振興基金充当予定の12事業

中村委員長が妥当と答申

答
申
す
る
中
村
委
員
長
。
23
度
末
基
金
残
高
は
21
億
１
、５
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東日本大震災復興募金

西部小児童の思いが岩手・釜石へ

募
金
を
手
渡
す
木
村
く
ん（
写
真
奥
）と
森
本
く
ん
。

　西部小学校の子どもたちが地域行事の際に募った東日本大

震災復興募金。その贈呈式が市役所で行われ、森本宙希くん

（６年）と木村暖季くん（５年）から、釜石応援ふるさと大使を

務める浅田久美さん（飯田町）に募金が手渡されました。同校

では平成 23 年度から募金活動を実施。地域のみなさんの協

力で、今年度は 100,102 円が寄せられました。善意は、同じ

海岸沿いに位置する岩手県釜石市立唐丹小学校へ。子どもた

ちが作った折り鶴、ビデオレターとともに届けられます。

　１月 13 日、子ども会連合会主催の百人一首大会が

コミュニティセンター水堀会館で行われ、町内各地区

から選抜された小中学生が保護者の応援の中、競技に

挑みました。

　大会は、日本古来の百人一首を通じて、各地区の子

ども同士の親睦を深めようと毎年開催されています。

子どもたちは集中して読み手の声を聞き、素早く札に

手を伸ばして、日頃の練習成果を発揮していました。

【写真】　読み上げられる札を真剣に探す子どもたち。

年初めの真剣勝負
百人一首大会

江差
138

珠洲市と友好都市
提携を結んでいる
北海道江差町の話
題を紹介します。

アツアツの冬鍋に長い列

珠洲あんこう祭・海藻まつり

　平成 24 年度石川県文化功労賞を受賞した篠原映之さん

（若山町）が市役所を訪れ、泉谷市長に受賞を報告しました。

篠原さんは、昭和 48 年に市の文化財保護審議会委員に就

任。現在も委員として、貴重な文化財の保護・継承に尽力

されています。この間、珠洲市史や石川教育史などの資料

収集・執筆にも携わられ、郷土史の編さんに大きく貢献さ

れました。「40年にわたる地道な努力に感謝申し上げます」

とねぎらう市長に、篠原さんは「委員として長い間、勉強

させていただいた。今後も体力の続く限り、好きな道を歩

ませていただければ」と意気込みを話しました。

篠原映之さんに県文化功労賞

市役所で受賞報告

文
化
振
興
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
篠
原
さ
ん
。

　道の駅すずなりで、珠洲あんこう祭と海藻まつりが開

催され、振る舞い鍋を待ちわびた来場者が行列をつくり

ました。この日無料で配られたのは、アツアツのあんこ

う鍋 500 人分と、カジメや岩のりなどの海藻が入ったか

す汁。金沢から親子３人で訪れた佐渡谷敬三さんは「珠

洲には仕事で来たことがあり、開催は能登のイベントを

紹介するパンフレットで知りました。わたしは東北出身

で、向こうでは味噌味で食べるのですが、しょうゆ味の

あんこう鍋もおいしいですね。北陸は海の幸がおいしい

ので、ほかの食のイベントも楽しみにしています」と話

していました。会場では、あんこうのつるし切りも披露。

地元の料理人による部位や調理法などの説明もあり、多

くの人でにぎわいました。

寒
い
中
、ア
ツ
ア
ツ
を
求
め
て
並
ぶ
み
な
さ
ん
。

1
10

1
8

1
10

1
14

1
24
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Cr
ab

 cak
e

●ぞんべら祭り
　２月６日（水）９時頃～

　神楽や祝詞奏上などの後、拝殿の一角を水田

に見立て、種まき・牛飼い・田植えなどを演じる

芸能「なり祝い」を奉納。今年の豊作を祈ります。

■市地域振興課　あ０７６８（４２）８７２０

●かき食談
　３月７日（木）18時～

　かきのフルコースを食べながら、店主と「か

き談議」に華を咲かせませんか。参加費 4,000 円。

■町観光交流推進室　あ０７６８（５２）３７９０

鬼
屋
神
社（
門
前
町
鬼
屋
）

柳
田
植
物
公
園
合
鹿
庵

か
き
浜（
穴
水
町
麦
ケ
浦
）

輪
島
市

能
登
町

穴
水
町

●春のあえのこと実演
　２月９日（土）11時～

　12 月に迎えた田の神様を田んぼに送る「春の

あえのこと」の実演を一般公開します。袴姿の

主人が目の見えない田の神様をもてなし、今年

の豊作を祈願します。

オニたいじ／森　絵都

雲ごよみ／高橋健司

チャーリーのはじめてのよる／エイミー・ヘスト

なぞのワゴン車を追え！／ドリー・ヒルスタッド・バトラー

ねむりひめ／荒井良二

富士山うたごよみ／俵　万智

みて、ほんだよ！／リビー・グリーソン

ルドルフとスノーホワイト／斉藤　洋    

ほか多数

もっと生きたい！
　池田まき子（岩崎書店）

臓器移植を受けたふたりの少女

の闘病に迫る。「人の命」につい

て考えるノンフィクション。

神去なあなあ夜話
　三浦しをん（徳間書店）

林業に取り組む平野勇気（20 歳）。

神去村の起源、住人の暮らし、も

ちろん恋にもグイグイ迫ります。

今月の新刊

一般向け

児童向け

潜伏者／折原　一

私と踊って／恩田　陸

眩談／京極夏彦

螢草／葉室　麟

ライフ・アンド・デス／藤田宜永

しょうがの味は熱い／綿矢りさ

プロが教える本当に役立つ介護術／福辺節子

はじめてママのきほんの幼児食／牧野直子

ほか多数

BOOK

中央図書館　あ（８２）０３９９　い（８２）０６７５

　　■開館時間　平日　９時～18時

　　　　　　　　土・日曜日　９時～17時

　　■閉館日　毎週月曜日・祝日・年末年始

　　http://www.city.suzu.ishikawa.jp/home/tosyokan/

●蔵書点検のため、２月 11 日（月）から 25 日（月）

まで休館します。みなさんのご理解とご協力をお

願いします。
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事
、
ど
う
し
て
い
る
の
？
」
。

　
　
　

珠
洲
に
い
て
、
よ
く
さ
れ

る
こ
の
質
問
。
わ
た
し
が
「
自
炊
」

と
答
え
る
と
、
結
構
ビ
ッ
ク
リ
さ

れ
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
以
前
か
ら
料
理
す

る
の
が
好
き
で
し
た
。
で
も
、
珠

洲
に
来
る
前
は
、
料
理
し
て
く
れ

る
両
親
が
い
た
こ
と
、
大
学
で
は

寮
生
活
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

自
炊
す
る
必
要
が
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

珠
洲
に
来
て
か
ら
は
、
ア
メ
リ

カ
で
よ
く
食
べ
た
料
理
を
作
っ
た

り
、
日
本
の
食
べ
物
に
挑
戦
す
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
ア
メ

リ
カ
で
食
べ
て
い
た
物
は
、
ほ
と

ん
ど
問
題
な
く
作
れ
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
作
っ
た
こ
と
の
な
い
日
本

の
料
理
は
、
や
っ
ぱ
り
困
難
で
す
。

　

特
に
大
変
だ
っ
た
の
は
、
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
初
め
て
作
っ
た
時
。

高
校
や
大
学
で
は
、
料
理
に
つ
い

て
の
言
葉
や
言
い
方
は
、
ほ
と
ん

ど
勉
強
し
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
市

販
さ
れ
て
い
る
ル
ー
の
箱
の
作
り

方
を
読
ん
で
も
、
意
味
が
よ
く
分

か
り
ま
せ
ん
。
「
多
分
、
そ
ん
な

意
味
だ
ろ
う
」
と
勝
手
に
思
い
込

ん
で
作
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
作
っ
て
い
る
途
中
で

鍋
が
小
さ
す
ぎ
る
こ
と
に
気
づ
き
、

慌
て
て
ま
だ
入
れ
て
い
な
い
材
料

の
量
を
減
ら
し
ま
し
た
。
ド
タ
バ

タ
し
た
も
の
の
、
食
べ
て
も
害
の

な
い
も
の
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
　
　

の
時
に
比
べ
る
と
、
腕
前

　
　
　

も
少
し
は
上
達
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
作

り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
中
で
も

一
番
作
り
た
い
の
は
、「
カ
ニ
ケ
ー

キ
（Crab 

cake

）
」
。
長
い
間
食
べ

て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、
い
つ
も

ス
ー
パ
ー
で
地
元
の
お
い
し
そ
う

な
カ
ニ
を
見
て
い
る
の
で
、
な
お

さ
ら
食
べ
て
み
た
い
の
で
す
。

　

ど
ん
な
食
べ
物
か
、
み
な
さ
ん

分
か
り
ま
す
か
？

　

「
カ
ニ
と
ケ
ー
キ
を
組
み
合
わ

せ
た
謎
の
食
べ
物
」
を
想
像
し
て

い
る
み
な
さ
ん
の
顔
が
浮
か
ん
で

き
ま
す
…
。
で
も
、
実
は
こ
れ
、

日
本
の
お
好
み
焼
き
の
よ
う
な
食

べ
物
で
、
カ
ニ
や
卵
、
パ
ン
粉
な

ど
を
混
ぜ
て
ハ
ン
バ
ー
グ
の
形
の

よ
う
に
焼
く
料
理
で
す
。

　

以
前
住
ん
で
い
た
メ
リ
ー
ラ
ン

ド
州
の
カ
ニ
は
有
名
で
、
カ
ニ

ケ
ー
キ
も
名
物
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
ど
こ
へ

行
っ
て
も
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ

ニ
ュ
ー
で
「
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
の
カ

ニ
ケ
ー
キ
」
が
載
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
ニ
ケ
ー
キ
以
外
に
挑
戦
し
て

み
た
い
の
は
、
た
こ
焼
き
と
お
好

み
焼
き
。
好
き
な
食
べ
物
で
、
作

る
の
も
楽
し
そ
う
だ
か
ら
で
す
。

　

以
前
は
手
順
が
分
か
ら
ず
大
変

で
し
た
が
、
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き

ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
を
楽

し
む
こ
と
で
、
自
分
の
人
生
も
ま

す
ま
す
お
い
し
く
な
り
ま
す
ね
！ 

食

そ

どっちもカニケーキ？　アメリカでは、料理で「ケー
キ」という言葉がよく使われます。ハンバーグやコ
ロッケのような形の食べ物をそう呼ぶようです。

珠洲市国際交流員　ザカリ・ウィットニーさんのお話④

Cupertino Towson

Newton

ザック in ジャパン！

（メリーランド州）

？

珠洲市から、食祭「珠洲まるかじり」を紹介しました。
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今
月
の
お
知
ら
せ

February

2

21

国
民
健
康
保
険
税 

第
７
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

第
11
期

納
期　

２
月
28
日
（
木
）

今
月
の
納
期

▽
対
象　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
人

▽
日
時
・
場
所　

●
２
月
14
日（
木
）
13
時
30
分
～

　

高
屋
集
会
所

●
２
月
20
日（
水
）
13
時
30
分
～

　

鵜
島
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

●
２
月
28
日（
木
）
13
時
30
分
～

　

鈴
内
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物

▽
定
員　

各
30
人（
要
予
約
）

問
い
合
わ
せ

■
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
７
７
４
６

申
し
込
み

■
加
藤
さ
ん

あ

０
９
０
（
９
７
６
２
）
３
２
９
８

足
も
み
・
体
操
で
元
気
貯
筋

介
護
予
防
教
室
を
開
催

　架空請求やウイルス、迷惑メールなど子どもたちから携帯電話やスマートフォ

ン、インターネットに関するトラブルの相談を受けたときに、大人はどのように

答えればいいのでしょうか。

　子どもたちが接するインターネットの実態を学び、その対処法のために家庭で

どのようなネット安全教育を実施すればよいかを考える講座です。事前の申し込

みが必要です。

■日時　３月３日（日）14 時～ 15 時

■場所　ラポルトすず市民サロン

■対象　保護者（定員 20 人）

■参加費　無料

■申込締切　２月 28 日（木）

■講師　e-ネットキャラバン派遣講師

※ e-ネットキャラバンは、「e-ネット安心講座通信業界キャラバン」の略称。全

国でインターネットの安心・安全な利用のために出前講座を開いています。

■募集職種　学校校務員

　　　　　　（臨時職員・２人程度）

■応募資格　昭和 48 年４月２日以降に生ま

れた人で、普通自動車免許を有する人

■応募方法　次の書類を簡易書留で下記へ

送付（封筒の表面に「応募書類在中」と朱書

き）　●顔写真付き履歴書（Ａ４判）　●運転

免許証の写し

■応募期間　２月１日（金）～ 14 日（木）必着

■面接日　後日通知します

■採用予定日　４月１日（月）

■〒９２７・１２９５　珠洲市教育委員会事

務局（住所記載不要）　あ（８２）７８２１

　公立宇出津総合病院（能登町）では、２月 18 日から

「電子カルテ」を導入します。これにより、受診の流れ

が変わりますが、紙カルテや伝票が不要になること

で、受付から会計までの処理がスムーズになります。

　導入に伴う主な変更点は次のとおり。

●再来受付機の導入　１階受付ロビーに設

置。複数科の受付も一括して行えます。受

付は８時から。診察券を投入し、画面にふ

れて操作します。入力が終わると受付票が

出ます。各診療科の受付にお持ちください。

●外来基本箋の発行　採血やレントゲン、会計に行く

時に、外来の職員が「外来基本箋」をお渡しします。　

●新診察券の発行　１月中旬から発行しています。旧

診察券をお持ちの人は、総合受付に申し出てください。

■公立宇出津総合病院　あ（６２）１３１１

ご厚志ありがとうございます
 12月17日～１月22日　 　    （敬称略）

■ 5,000 円（児童福祉費）

コスモスバンド

■子ども用図書 10 冊（鵜飼・正

院・飯田保育所備品）

珠洲ローターアクトクラブ

■20万円（総合病院備品購入費）

鳥毛政治（飯田町）

　

珠
洲
市
陶
芸
セ
ン
タ
ー
で
は
、

電
動
ろ
く
ろ
体
験「
ビ
ア
カ
ッ
プ
・

マ
グ
カ
ッ
プ
づ
く
り
」
を
開
催
。

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
17
日（
日
）
９
時
～

15
時

▽
場
所　

珠
洲
市
陶
芸
セ
ン
タ
ー

（
蛸
島
町
）

▽
参
加
費　

１
人
１
、
０
０
０
円

▽
申
込
期
間　

２
月
２
日（
土
）
～

16
日（
土
）

　

申
し
込
み
は
左
記
ま
で
。

■
珠
洲
市
陶
芸
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
３
２
２
１

電
動
ろ
く
ろ
で
ビ
ア
カ
ッ
プ
・

マ
グ
カ
ッ
プ
づ
く
り
！

子どもに伝えるためにネットのリスクを知る
大人の講座「e-ネット安心講座」　

就
職
や
仕
事
に
関
す
る

無
料
相
談
会
を
開
催

　

対
象
は
、
就
職
や
仕
事
の
相
談

を
希
望
す
る
43
歳
未
満
の
人
。
就

職
支
援
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

「
ジ
ョ
ブ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
」
が
、
個

別
相
談
を
は
じ
め
応
募
書
類
の
書

き
方
、
面
接
対
策
な
ど
一
人
ひ
と

り
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
を

提
供
し
ま
す
。
再
就
職
を
目
指
す

女
性
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
21
日（
木
）
９
時
30

分
～
12
時
30
分
、
３
月
14
日（
木
）

14
時
～
17
時

▽
場
所　

す
ず
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
３
階
第
６
会
議
室

宇出津病院からのお知らせ

　

公
民
館
で
学
ぶ
人
た
ち
に
発
表

の
機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
新

た
な
生
涯
学
習
の
発
見
の
機
会
を

提
供
。
今
後
の
生
涯
学
習
推
進
の

契
機
と
す
る
た
め
の「
第
21
回
珠

洲
市
生
涯
学
習
推
進
大
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
入
場
無
料
。

▽
日
時　

２
月
11
日（
月
）
14
時
～

▽
場
所　

ラ
ポ
ル
ト
す
ず

▽
内
容　

●
表
彰　

「
花
の
里
・
珠

洲
」
花
い
っ
ぱ
い
運
動
功
労
者
表

珠
洲
市
生
涯
学
習
推
進
大
会

●
臨
床
工
学
技
士（
１
人
）　

昭
和

47
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
、
現
に
免
許
を
有
す
る
人
ま

た
は
平
成
25
年
４
月
ま
で
に
免
許

取
得
見
込
み
の
人

●
作
業
療
法
士（
１
人
）　

昭
和
47

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
現
に
免
許
を
有
す
る
人
ま
た

は
平
成
25
年
４
月
ま
で
に
免
許
取

得
見
込
み
の
人

▽
募
集
期
間　

２
月
４
日（
月
）
～

３
月
11
日（
月
）

※
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効
。

▽
試
験
日
時
・
場
所　

３
月
22
日

（
金
）
13
時
・
珠
洲
市
総
合
病
院

▽
採
用
予
定
日　

４
月
１
日（
月
）

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■
総
務
課
行
政
管
理
係

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
７
７
１
１

　

看
護
師
・
准
看
護
師
（
臨
時
職

員
）
も
募
集
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■
珠
洲
市
総
合
病
院

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
１
１
８
１

珠
洲
市
総
合
病
院

医
療
職
員
を
募
集

　

料
金
は
無
料
。
事
前
に
左
記
へ

電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

■
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
石
川
能
登
サ
テ

ラ
イ
ト

　

あ

０
７
６
７
（
５
３
）
７
０
７
０

　

市
内
の
小
中
学
校
に
通
う
お
子

さ
ん
を
対
象
に
、
将
棋
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
。
事

前
の
申
し
込
み
も
不
要
で
す
。

▽
日
時　

２
月
10
日（
日
）
10
時
30

分
～

▽
場
所　

中
央
図
書
館
２
階
和
室

■
珠
洲
市
将
棋
連
盟
（
生
瀬
さ
ん
）

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
０
９
０
１

第
46
回
少
年
少
女
将
棋
大
会

問い合わせ・申し込み

■市民課　あ（８２）７７３１

　

奥
能
登
の
食
材
を
使
っ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
グ
ル
メ
10
数
点
が
並
び
ま

す
。
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
め
る
の
は
、

み
な
さ
ん
で
す
！

▽
日
時　

２
月
24
日（
日
）
９
時
30

分
～

▽
場
所　

飯
田
わ
く
わ
く
広
場

■
飯
田
わ
く
わ
く
広
場

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
７
８
９
０

奥
能
登
Ｂ
級
グ
ル
メ
選
手
権

ま
る
か
じ
り
と
同
日
開
催

▽
日
時　

３
月
１
日（
金
）
９
時
30

分
～
12
時
、
13
時
～
15
時

▽
場
所　

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー

ル■
福
祉
課
高
齢
者
支
援
係

　

　

　

　

　

あ
（
８
２
）
７
７
４
９

　

放
送
大
学
は
、
ラ
ジ
オ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信

制
の
大
学
。
福
祉
や
経
済
、
歴
史
、

自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■
放
送
大
学
石
川
学
習
セ
ン
タ
ー

　

あ

０
７
６
（
２
４
６
）
４
０
２
９

献
血
し
ま
し
ょ
！

放
送
大
学
４
月
生
募
集

市職員を募集します
学校校務員（臨時職員） ２人程度

彰
、
青
少
年
団
体
育
成
指
導
者
表

彰　

●
展
示　

各
教
室
成
果
発
表

（
押
し
花
教
室
、
リ
フ
ォ
ー
ム
教

室
、
切
り
絵
づ
く
り
教
室
な
ど
）

■
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
７
８
２
１
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ヒブワクチンの追加接種の間隔が

「１年」　　「７～13カ月の間」に

　市民のみなさんにいち早く緊急情報をお知

らせするため、市の防災行政無線設備に自動

起動機を設置しました。今後、市が「J-ALERT

（全国瞬時警報システム）」の信号を受信する

と同時に、地震や津波、大規模テロなどの緊

急情報を自動で放送します。

　下記日程で自動放送のテストを行いますの

で、みなさんのご協力をお願いします。

■日時　２月５日（火）10 時

　　　　（以降、約 15 分おきに数回実施）

■総務課危機管理室　あ（８２）７７２５

　

平
成
24
年
に
重
要
無
形
文
化
財

保
持
者（
人
間
国
宝
）
に
認
定
さ
れ

た
灰
外
達
夫
さ
ん（
若
山
町
出
身
・

木
工
芸
作
家
）
の
作
品
展
を
開
催
。

　

「
挽ひ

き
曲ま

げ
」
と
呼
ば
れ
る
技
法

で
木
の
薄
い
板
に
の
こ
ぎ
り
で
挽

き
目
を
入
れ
、
部
分
的
に
曲
げ
て

造
形
し
た
清
楚
で
気
品
あ
る
木
工

品
の
ほ
か
、
珪
藻
土
を
使
っ
た
陶

器
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
８
日（
金
）
～
17
日

（
日
）
の
毎
日
９
時
～
17
時

※
休
館
日
を
除
く
。

▽
場
所　

ラ
ポ
ル
ト
す
ず

▽
入
場
料　

無
料

■
珠
洲
商
工
会
議
所

　

　

　

　

　

あ
（
８
２
）
１
１
１
５

　

石
川
県
司
法
書
士
会
は
２
月
３

日（
日
）
、
「
県
内
一
斉
遺
言
・
相

続
登
記
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

会
」
を
開
催
。
司
法
書
士
が
県
内

15
会
場
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
時
間
・
場
所　

●
10
時
～
16
時

　

石
川
県
司
法
書
士
会
館
（
金
沢

市
）　

●
13
時
～
16
時　

シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
・
シ
ー
サ
イ
ド

■
石
川
県
司
法
書
士
会

　

あ

０
７
６
（
２
９
１
）
７
０
７
０

人
間
国
宝
認
定
記
念

灰
外
達
夫
作
品
展

遺
言
・
相
続
登
記
の

無
料
法
律
相
談
会

　

一
般
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
業
や

浄
化
槽
清
掃
業
を
行
う
に
は
、
法

令
に
よ
っ
て
市
長
の
許
可
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

市
で
は
次
の
期
間
、
許
可
お
よ

び
許
可
更
新
の
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。

▽
受
付
期
間　

２
月
４
日（
月
）
～

22
日（
金
）

■
生
活
環
境
課
環
境
係

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
７
７
４
３

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
や

浄
化
槽
清
掃
業
の
許
可
申
請

防災行政無線
市内一斉試験
自動放送システム導入で

緊急情報をいち早く伝達

編集後記

　平成 25 年石川県広報コ

ンクールの結果が発表され、

広報すず３月号が広報紙の

部（市の部）で最優秀賞に輝

いた。３月号には、「認知

症」をテーマに特集記事を

掲載。個人的にも思い入れ

の強い１冊となった。しか

し何より、４年連続という結果以上にうれしかったことが

ある。それは、３月号の特集がきっかけで、市と総合病院

と地域の連携がメディアの目に留まったということだ。

　どちらかと言うと、見て楽しんでもらうことに重点を置

いてこれまで編集してきたが、今後は読んで考えていただ

けるような企画に力を入れていきたい。　（総務課　河崎完）

泊　正二郎

ほか１組

布久保正子（蛸島町） （能登町）

（12月19日～１月20日届出分・敬称略）

森山　煌蘭

泉寄　陽希

ほか４人

野々江町

上戸町

良知・由美　

祐平・廣美

（女）

（男）

（赤ちゃん） （性別） （両親） （住所）

の動き
 （12月31日現在）

世帯数

人口

男性

女性

転入

転出

出生

死亡

 8人

 24人

 5人

35人

（－ 16）

（－ 46）

（－ 16）

（－ 30）

6,501世帯

16,643人　

7,693人　

8,950人　

（住民基本台帳人口）

前月比
12月の動き

　　　きら　

　　　はるき

　３月１日から７日までの７日間は「子ども

予防接種週間」。保護者をはじめとした地域

住民の予防接種に対する関心を高め、予防接

種率の向上を図ります。

　珠洲市総合病院でも取り組みの一環として、

お子さんの予防接種を行います。この時期は

４月の入園、入学に備え、お子さんの接種漏

れを解消する良い時期。ぜひご利用ください。

■日時　３月２日（土）受付９時～ 10 時 30 分

■接種場所　小児科外来

■接種項目　麻しん風しん、三種混合、二種

混合（ジフテリア・破傷風）ほか

■申込方法　２月１日（金）から２月26日（火）

までの期間内（土・日曜日、祝日を除く）に、小

児科外来へ申し込みください

■珠洲市総合病院　あ（８２）１１８１

　ヒブワクチンは、子どもに「髄膜炎」などを引き起こすイ

ンフルエンザ菌 b型による感染症を予防するワクチンです。

■対象　珠洲市に住所を有する生後２カ月から５歳未満の

乳幼児

■接種回数・スケジュール

問い合わせ

■健康増進センター　あ（８２）７７４２　　

３月１日～７日は
「子ども予防接種週間」

平日接種させにくい保護者のみなさんへ

２日（土）をご利用ください（要予約）

▽
応
募
締
切　

３
月
７
日（
木
）
必

着▽
募
集
予
定
人
数　

16
人

▽
所
在
地　

東
京
都
文
京
区
小
石

川
４
・
９
・
５

▽
寮
費　

２
万
１
、
０
０
０
円
～

３
万
円（
月
額
）

　

３
月
11
日（
月
）
に
選
考
試
験
を

行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■
石
川
県
学
生
寮

　

あ

０
３
（
３
８
１
２
）
３
７
１
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
1a.biglobe.ne.jp/

ishigaku/

　

お
子
さ
ん
が
成
長
し
て
、
使
わ

な
く
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
が
あ
れ
ば

譲
っ
て
く
だ
さ
い
。
毎
年
５
月

に
開
催
す
る「
大
谷
川
鯉
の
ぼ
り

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
元
気
に
泳

が
せ
ま
す
。

■
〒
９
２
７
・
１
３
２
１　

大
谷

町
２
・
57
・
４　

大
谷
公
民
館

　

　

　

　

　

あ
（
８
７
）
２
２
２
２

　

最
低
賃
金
は
、
パ
ー
ト
や
ア
ル

バ
イ
ト
を
含
む
全
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
特
定
の

産
業
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

「
特
定（
産
業
別
）
最
低
賃
金
」
は
12

月
31
日
に
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ

ま
し
た（
時
間
額
）
。

●
化
学
繊
維
紡
績
・
漁
網
・
網
地
製

造　

７
２
１
円　

●
機
械
器
具
製

造　

８
２
０
円　

●
自
動
車
・
自

動
車
部
品
製
造　

８
２
０
円　

●

電
子
部
品
・
電
子
応
用
装
置
・
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造　

７
６
３
円

　

●
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー　

７
７
５
円

■
石
川
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

あ

０
７
６
（
２
６
５
）
４
４
２
５

石
川
県
学
生
寮

寮
生（
大
学
生
）を
募
集

使
っ
て
い
な
い
鯉
の
ぼ
り

あ
り
ま
せ
ん
か
？

石
川
県
の
最
低
賃
金
は

時
間
額
６
９
３
円

■珠洲市総合病院小児科外来

（月・金曜日 15 時～ 15 時 30 分）

　　あ（８２）１１８１

■井端内科医院

　　あ（８４）２５３５

■なかたに医院

　　あ（８２）８３３３

■みちした内科クリニック

　　あ（８２）０８７７

■小西医院

　　あ（８２）６８００

■市立輪島病院（輪島市）

　　あ０７６８（２２）２２２２

■まるおかクリニック（穴水町）

　　あ０７６８（５２）８２２８

指定医療機関
（接種料金 800 円・要予約）

ヒブワクチンの追加接種の間隔が

「１年」　　「７～13カ月の間」に

接種開始年齢

２カ月～７カ月未満

７カ月～１歳未満

１歳～５歳未満

接種回数と接種方法

初回　４～８週間隔で３回接種

３回目接種後７～ 13カ月の間に１回接種

初回　４～８週間隔で２回接種

２回目接種後７～ 13カ月の間に１回接種

１回接種
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好
き
な
教
科
は

社
会
で
す
。
特
に

歴
史
が
面
白
い
で

す
。
今
、
学
校
で

卓
球
を
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
中
学
生
に
な
っ
た
ら
、
勉

強
と
部
活
動
を
頑
張
り
た
い
で
す
。

算
数
が
苦
手
な
の
で
、
中
学
校
で
は

得
意
科
目
に
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
好
き
な
動
物
は
ハ
ム

ス
タ
ー
で
す
。
動
物
の
世
話
を
す
る

こ
と
が
好
き
な
の
で
、
将
来
は
、
動

物
園
の
飼
育
員
に
な
り
た
い
な
。

濱出翔
しょうた

大くん

柴田紗
さあや

彩
さん　

　

３
月
に
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
大
会
が
あ
る
の
で
、
今
は
大
会
に

向
け
て
練
習
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

大
会
で
優
勝
し
た
い
で
す
。
学
校
で

は
家
庭
の
授
業
が
好
き
で
す
。
手
芸

で
い
ろ
い
ろ
作
る
の
が
楽
し
い
か
ら

で
す
。
中
学
校
で
は
、
勉
強
と
部
活

動
を
両
立
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
で
す
。
大
き
く

な
っ
た
ら
、
人
の

役
に
立
つ
よ
う
な

仕
事
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　宝立小６年生　「ドリーム」

～夢はかなえるためのもの～

　

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
若
山
公
民

館
で
活
動
し
て
い
る「
水
墨
画
教
室
」

の
み
な
さ
ん
で
す
。

　

教
室
は
毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日

に
開
催
。
多
間
元
夫
さ
ん
（
飯
田
町
）

が
、
生
徒
さ
ん
３
人
を
指
導
し
ま
す
。

２
月
の
珠
洲
市
生
涯
学
習
推
進
大
会

に
向
け
、
現
在
は
鋭
意
制
作
中
。

　

「
い
つ
で
も
来
て
く
だ
さ
い
」
と

笑
っ
て
話
す
多
間
さ
ん
。
教
室
で
は
、

生
徒
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

楽
生
涯　

  

習
の

現
場
か
ら

が
く

●赤石大輔　（あかいし・だいすけ）
能登半島里山里海自然学校研究員、NPO 法
人能登半島おらっちゃの里山里海研究員
として、珠洲を中心に「能登の里山里海」
の保全に携わる。今年度から、市の嘱託
職員として新たに活動を開始。

珠洲の里山の伝統と自然を守る

★
世界に誇る
珠洲の里山里海

7

　
　
　

な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　
　
　

冬
の
能
登
は
雪
の
中
と

い
っ
た
感
じ
で
す
ね
。
で
も
、

ち
ょ
っ
と
里
山
に
目
を
向
け
る

と
、
フ
キ
ノ
ト
ウ
が
芽
吹
い
て

い
た
り
、
ヒ
ラ
タ
ケ
や
エ
ノ
キ

タ
ケ
が
雪
を
か
ぶ
り
な
が
ら
出

て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

も
た
め
池
で
卵
を
産
ん
で
い
ま

す
。
春
も
も
う
近
い
で
す
ね
。

　

先
月
14
日
か
ら
２
日
間
、
金

沢
と
珠
洲
で
「
国
際
ジ
ア
ス
セ

ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
国
の
世
界
農
業
遺
産
登
録
地

域
か
ら
大
学
の
先
生
や
学
生
が

集
ま
り
、
世
界
農
業
遺
産
の
維

持
と
地
域
振
興
の
た
め
の
効
果

的
な
利
用
方
法
に
つ
い
て
議
論

し
ま
し
た
。
珠
洲
で
の
様
子
は

上
の
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　

年
度
か
ら
珠
洲
で
は
さ

　
　
　

ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
多

く
の
人
が
里
山
里
海
を
守
る
活

動
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

金
沢
大
学
で
は
能
登
里
山
里

海
マ
イ
ス
タ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
ス
タ
ー
ト
。
40
人
を
超
え

る
若
者
が
、
能
登
の
里
山
里
海

を
元
気
に
す
る
方
法
を
学
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

（
非
営
利
組
織
）
が
中
心
と
な
っ

て
、
里
山
里
海
の
伝
統
文
化
を

学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
市

で
は
里
山
里
海
応
援
基
金
（
※

１
）
を
設
け
、
珠
洲
の
里
山
里

海
を
生
か
し
た
新
た
な
事
業
の

立
ち
上
げ
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
地
域
の

若
者
が
中
心
と
な
っ
て
、
珠
洲

の
里
山
の
伝
統
と
自
然
を
守
っ

て
い
る
活
動
を
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

珠
洲
の
最
も
特
徴
あ
る
伝
統

文
化
で
あ
り
、
地
域
の
多
く
の

人
が
関
わ
る
行
事
で
あ
る「
キ

リ
コ
祭
り
」
。
そ
の
キ
リ
コ
に

は
、
笹
や
松
な
ど
地
域
の
植
物

が
必
ず
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
わ

た
し
の
住
む
蛸
島
町
で
は
、
キ

リ
コ
に
男
松
（
ク
ロ
マ
ツ
）
を
２

本
飾
る
の
が
し
き
た
り
だ
そ
う

で
す
。
鉢
ヶ
崎
の
ク
ロ
マ
ツ
林

は
と
て
も
美
し
く
、
魚
付
き
保

安
林
と
し
て
管
理
も
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
松
枯
れ
病
で
年
々
枯

れ
て
い
っ
て
い
ま
す
。
キ
リ
コ

に
飾
る
よ
う
な
若
い
松
も
最
近

手
に
入
り
に
く
く
な
っ
て
お
り
、

若
い
マ
ツ
を
育
て
る
必
要
が
出

て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
蛸
島
青

年
団
が
協
力
し
、
祭
礼
用
男
松

植
樹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

鉢
ヶ
崎
の
海
岸
に
ク
ロ
マ
ツ
を

植
林
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
祭
り
に
使
用
し
、

み今

ク
ロ
マ
ツ
林
を
育
て
て
い
こ
う

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
３

月
に
植
林
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
予

定
で
す
。

　

地
域
の
伝
統
文
化
と
里
山
里

海
の
保
全
を
両
立
さ
せ
た
活
動

を
行
い
、
若
い
世
代
が
能
登
の

里
山
里
海
を
引
き
継
い
で
い
く
。

こ
れ
こ
そ
世
界
に
誇
る
農
業
遺

産
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

次
回
は
、
今
年
度
最
後
の
記

事
と
し
て
、
「
地
域
連
携
保
全

計
画
の
先
に
あ
る
も
の
」
と
題

し
、
珠
洲
の
里
山
里
海
の
将
来

を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

キリコに飾られた男松（クロマツ）。

※１　里山里海応援基金事業費補助金の問い合わせ

■企画財政課自然共生係　あ（８２）７７１６

金沢大学能登学舎（三崎町）で１月 15 日に開かれた
「国際ジアスセミナー」。海外から訪れたゲストに、
泉谷市長が珠洲の里山里海を紹介しました。
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